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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 伝 熱 板 と 第 ２ 伝 熱 板 と が 交 互 に 積 層 さ れ て 形 成 さ れ 、 隣 接 す る 前 記 第 １ 伝 熱 板 の 表 面  
と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 の 裏 面 と の 間 に 複 数 の 第 １ 流 路 が 形 成 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る 前 記 第  
１ 伝 熱 板 の 裏 面 と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 の 表 面 と の 間 に 複 数 の 第 ２ 流 路 が 形 成 さ れ る 熱 交 換 素 子  
で あ っ て 、
前 記 第 １ 伝 熱 板 は 、
複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に 複 数  
の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 １ 中 央 部 と 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ２ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ３ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 、
を 有 し 、
前 記 第 ２ 伝 熱 板 は 、
複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 前 記 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に  
複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 前 記 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ 中 央  
部 と 、
前 記 第 ４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ５ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と 、
前 記 第 ４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ６ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と 、
を 有 し 、
前 記 第 １ 中 央 部 と 前 記 第 ２ 中 央 部 と は 、 前 記 第 １ 伝 熱 板 と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 と の 積 層 方 向 で  
重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 前 記 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と は 、 前 記 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 前 記 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と は 、 前 記 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 と 前 記 第 ４ 部 分 流 路 と は 、 平 行 で あ り 、
前 記 第 ２ 部 分 流 路 と 前 記 第 ３ 部 分 流 路 と は 、 前 記 第 １ 部 分 流 路 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、
前 記 第 ５ 部 分 流 路 と 前 記 第 ６ 部 分 流 路 と は 、 前 記 第 ４ 部 分 流 路 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、
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前 記 第 ３ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 前 記 第 １ 部 分 流 路 を 介 し て 前 記 第 ２ 部 分 流 路 を 通  
過 し 、
前 記 第 ５ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 前 記 第 ４ 部 分 流 路 を 介 し て 前 記 第 ６ 部 分 流 路 を 通  
過 し 、
前 記 第 ２ 中 央 部 は 、 少 な く と も 一 部 が 波 形 形 状 で あ り 、
前 記 第 １ 中 央 部 は 、 波 形 形 状 の 第 １ 波 形 形 状 部 と 、 平 坦 な 第 １ 平 坦 部 と を 有 し 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 お よ び 前 記 第 ４ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第  
１ 波 形 形 状 部 お よ び 前 記 第 １ 平 坦 部 に よ り 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ 平 坦 部 の 前 記 第 １ 部 分 流 路 お よ び 前 記 第 ４ 部 分 流 路 に 沿 っ た 方 向 の 長 さ は 、 流 路  
幅 方 向 の 一 方 か ら 他 方 に 向 か う ほ ど 短 い こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ 伝 熱 板 と 第 ２ 伝 熱 板 と が 交 互 に 積 層 さ れ て 形 成 さ れ 、 隣 接 す る 前 記 第 １ 伝 熱 板 の 表 面  
と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 の 裏 面 と の 間 に 複 数 の 第 １ 流 路 が 形 成 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る 前 記 第  
１ 伝 熱 板 の 裏 面 と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 の 表 面 と の 間 に 複 数 の 第 ２ 流 路 が 形 成 さ れ る 熱 交 換 素 子  
で あ っ て 、
前 記 第 １ 伝 熱 板 は 、
複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に 複 数  
の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 １ 中 央 部 と 、
  前 記 第 １ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で  
あ る 複 数 の 第 ２ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ３ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 、
を 有 し 、
前 記 第 ２ 伝 熱 板 は 、
複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 前 記 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に  
複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 前 記 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ 中 央  
部 と 、
前 記 第 ４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ５ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と 、
前 記 第 ４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ６ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と 、
を 有 し 、
前 記 第 １ 中 央 部 と 前 記 第 ２ 中 央 部 と は 、 前 記 第 １ 伝 熱 板 と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 と の 積 層 方 向 で  
重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 前 記 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と は 、 前 記 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 前 記 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と は 、 前 記 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 と 前 記 第 ４ 部 分 流 路 と は 、 平 行 で あ り 、
前 記 第 ２ 部 分 流 路 と 前 記 第 ３ 部 分 流 路 と は 、 前 記 第 １ 部 分 流 路 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、
前 記 第 ５ 部 分 流 路 と 前 記 第 ６ 部 分 流 路 と は 、 前 記 第 ４ 部 分 流 路 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、
前 記 第 ３ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 前 記 第 １ 部 分 流 路 を 介 し て 前 記 第 ２ 部 分 流 路 を 通  
過 し 、
前 記 第 ５ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 前 記 第 ４ 部 分 流 路 を 介 し て 前 記 第 ６ 部 分 流 路 を 通  
過 し 、
前 記 第 ２ 中 央 部 は 、 少 な く と も 一 部 が 波 形 形 状 で あ り 、
前 記 第 １ 中 央 部 は 、 波 形 形 状 の 第 １ 波 形 形 状 部 と 、 平 坦 な 第 １ 平 坦 部 と を 有 し 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 お よ び 前 記 第 ４ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第  
１ 波 形 形 状 部 お よ び 前 記 第 １ 平 坦 部 に よ り 形 成 さ れ 、
前 記 第 ２ 中 央 部 は 、 波 形 形 状 の 第 ２ 波 形 形 状 部 と 、 平 坦 な 第 ２ 平 坦 部 と を 有 し 、
前 記 第 ４ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 お よ び 前 記 第 １ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第  
２ 波 形 形 状 部 お よ び 前 記 第 ２ 平 坦 部 に よ り 形 成 さ れ 、
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前 記 第 ２ 平 坦 部 の 前 記 第 １ 部 分 流 路 お よ び 前 記 第 ４ 部 分 流 路 に 沿 っ た 方 向 の 長 さ は 、 流 路  
幅 方 向 の 一 方 か ら 他 方 に 向 か う ほ ど 短 い こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ 伝 熱 板 と 第 ２ 伝 熱 板 と が 交 互 に 積 層 さ れ て 形 成 さ れ 、 隣 接 す る 前 記 第 １ 伝 熱 板 の 表 面  
と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 の 裏 面 と の 間 に 複 数 の 第 １ 流 路 が 形 成 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る 前 記 第  
１ 伝 熱 板 の 裏 面 と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 の 表 面 と の 間 に 複 数 の 第 ２ 流 路 が 形 成 さ れ る 熱 交 換 素 子  
で あ っ て 、
前 記 第 １ 伝 熱 板 は 、
複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に 複 数  
の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 １ 中 央 部 と 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ２ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ３ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 、
を 有 し 、
前 記 第 ２ 伝 熱 板 は 、
複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 前 記 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に  
複 数 の 前 記 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 前 記 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ 中 央  
部 と 、
前 記 第 ４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ５ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と 、
前 記 第 ４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の 前 記 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ  
る 複 数 の 第 ６ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と 、
を 有 し 、
前 記 第 １ 中 央 部 と 前 記 第 ２ 中 央 部 と は 、 前 記 第 １ 伝 熱 板 と 前 記 第 ２ 伝 熱 板 と の 積 層 方 向 で  
重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 前 記 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と は 、 前 記 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 前 記 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と は 、 前 記 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 と 前 記 第 ４ 部 分 流 路 と は 、 平 行 で あ り 、
前 記 第 ２ 部 分 流 路 と 前 記 第 ３ 部 分 流 路 と は 、 前 記 第 １ 部 分 流 路 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、
前 記 第 ５ 部 分 流 路 と 前 記 第 ６ 部 分 流 路 と は 、 前 記 第 ４ 部 分 流 路 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、
前 記 第 ３ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 前 記 第 １ 部 分 流 路 を 介 し て 前 記 第 ２ 部 分 流 路 を 通  
過 し 、
前 記 第 ５ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 前 記 第 ４ 部 分 流 路 を 介 し て 前 記 第 ６ 部 分 流 路 を 通  
過 し 、
前 記 第 ２ 中 央 部 は 、 少 な く と も 一 部 が 波 形 形 状 で あ り 、
前 記 第 １ 中 央 部 は 、 波 形 形 状 の 第 １ 波 形 形 状 部 と 、 平 坦 な 第 １ 平 坦 部 と を 有 し 、
前 記 第 １ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 お よ び 前 記 第 ４ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第  
１ 波 形 形 状 部 お よ び 前 記 第 １ 平 坦 部 に よ り 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ 平 坦 部 は 、 前 記 第 １ 波 形 形 状 部 と 前 記 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と の 間 に 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ 波 形 形 状 部 の う ち 前 記 第 １ 平 坦 部 と 接 続 さ れ る 端 部 は 、 流 路 幅 方 向 の 一 方 か ら 他  
方 に 向 か う ほ ど 前 記 第 ２ ヘ ッ ダ 部 に 近 付 く よ う に 曲 線 状 に 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 熱  
交 換 素 子 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に か か る 熱 交 換 素 子 は 、 第 １ 伝 熱  



10

20

30

40

50

JP WO2021/156979 A5 2022.4.21(4)

板 と 第 ２ 伝 熱 板 と が 交 互 に 積 層 さ れ て 形 成 さ れ 、 隣 接 す る 第 １ 伝 熱 板 の 表 面 と 第 ２ 伝 熱 板  
の 裏 面 と の 間 に 複 数 の 第 １ 流 路 が 形 成 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る 第 １ 伝 熱 板 の 裏 面 と 第 ２  
伝 熱 板 の 表 面 と の 間 に 複 数 の 第 ２ 流 路 が 形 成 さ れ る 熱 交 換 素 子 で あ る 。 第 １ 伝 熱 板 は 、 複  
数 の 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に 複 数 の 第 ２  
流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 １ 中 央 部 と 、 第 １ 部 分 流 路  
の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ２ 部 分 流 路  
を 形 成 す る 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 、 第 １ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の 第 １ 流 路 の  
そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ３ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 、 を 有 す る 。 第 ２ 伝  
熱 板 は 、 複 数 の 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ４ 部 分 流 路 を 形 成 す る と と も に  
複 数 の 第 １ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 １ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ２ 中 央 部 と 、 第  
４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 端 と 接 続 す る 複 数 の 第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第  
５ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と 、 第 ４ 部 分 流 路 の そ れ ぞ れ の 他 端 と 接 続 す る 複 数 の  
第 ２ 流 路 の そ れ ぞ れ の 一 部 で あ る 複 数 の 第 ６ 部 分 流 路 を 形 成 す る 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と 、 を 有 す  
る 。 第 １ 中 央 部 と 第 ２ 中 央 部 と は 、 第 １ 伝 熱 板 と 第 ２ 伝 熱 板 と の 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に  
配 置 さ れ て い る 。 第 １ ヘ ッ ダ 部 と 第 ３ ヘ ッ ダ 部 と は 、 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ て  
い る 。 第 ２ ヘ ッ ダ 部 と 第 ４ ヘ ッ ダ 部 と は 、 積 層 方 向 で 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 第 １  
部 分 流 路 と 第 ４ 部 分 流 路 と は 、 平 行 で あ る 。 第 ２ 部 分 流 路 と 第 ３ 部 分 流 路 と は 、 第 １ 部 分  
流 路 に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 第 ５ 部 分 流 路 と 第 ６ 部 分 流 路 と は 、 第 ４ 部 分 流 路 に 対 し て 傾  
斜 し て い る 。 第 ３ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 第 １ 部 分 流 路 を 介 し て 第 ２ 部 分 流 路 を 通  
過 す る 。 第 ５ 部 分 流 路 か ら 流 入 す る 流 体 は 、 第 ４ 部 分 流 路 を 介 し て 第 ６ 部 分 流 路 を 通 過 す  
る 。 第 ２ 中 央 部 は 、 少 な く と も 一 部 が 波 形 形 状 で あ る 。 第 １ 中 央 部 は 、 波 形 形 状 の 第 １ 波  
形 形 状 部 と 、 平 坦 な 第 １ 平 坦 部 と を 有 す る 。 第 １ 部 分 流 路 の 少 な く と も 一 部 お よ び 第 ４ 部  
分 流 路 の 少 な く と も 一 部 は 、 第 １ 波 形 形 状 部 お よ び 第 １ 平 坦 部 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 第  
１ 平 坦 部 の 第 １ 部 分 流 路 お よ び 第 ４ 部 分 流 路 に 沿 っ た 方 向 の 長 さ は 、 流 路 幅 方 向 の 一 方 か  
ら 他 方 に 向 か う ほ ど 短 い 。
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